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農林水産省農産局（米政策の担当部局）です。いつもメルマガをお読みいただきありが

とうございます。 

このメルマガは、生産者や集荷業者・団体の主体的な経営判断や販売戦略に基づき、需

要に応じた米生産ができるよう環境整備を進めていく一環として、需給・価格情報、販売

進捗・在庫情報等をきめ細かく提供しようと毎月配信しています。 

是非最後までお読みください！ 

 

□ 新型コロナウイルス感染症への対応に関して、農林水産省のホームページで情報を

発信しています（情報は随時更新されます）。 

https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/index.html 

農林漁業者や食品関連事業者の方々向けに、各種支援策の内容を探しやすく掲載し

たページも御覧ください。他省庁の支援策も含め、取りまとめています。 

https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/support.html 
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★ 米の価格、販売動向、民間在庫の状況 ★ 

○価格  

（１）令和４年産米の相対取引価格（令和４年 11 月）は、全銘柄平均で 13,899 円/玄

米 60kg（対前月差＋１円）です。出回りの９月からの令和４年産平均価格は 13,867

円（対前年産＋1,063 円）です。 

（２）令和４年 10 月の小売価格（POS データ）は、５kg 当たりの平均価格で、1,875 円



（対前月差＋67 円、対前年同月差▲52 円）です。 

※上記の価格はいずれも税込価格 

 

○販売動向 

（１）令和４年産米の全国の集荷数量（令和４年 10 月末）は 185.0 万トン（対前年同

月差▲13.7 万トン）、契約数量は 166.2 万トン（同＋10.3 万トン）、販売数量は

24.4 万トン（同▲0.7 万トン）です。 

（２）米穀販売事業者における販売数量（令和４年 10 月末）の対前年同月比は 100.7%

（対令和元年同月比では 96.1%。以下括弧内は同様）です。うち小売事業者向けが

97.7%（96.8%）、中食・外食事業者等向けが 104.4%（95.3%）です。販売価格の対

前年同月比は、小売事業者向けが 98.4%、中食・外食事業者等向けが 91.1%です。 

（３）令和４年 10 月末の全国の事前契約数量は 141.4 万トン（対前年同月比＋11.0 万

トン）です。 

 

○民間在庫 

令和４年 10 月末の全国段階の民間在庫量は、出荷及び販売段階で 314 万トン（対前

年同月差▲16 万トン）です。 

 

詳細については、米に関するマンスリーレポート令和４年 12 月号から御確認ください。 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/mr.html 

 

 

★ 令和４年産水陸稲の収穫量 ★ 

令和４年産水稲の作付面積（子実用）は 135 万 5,000ha で、前年産に比べ４万 8,000ha

減少しました。うち主食用作付面積は 125 万 1,000ha で、前年産に比べ５万 2,000ha 減

少しました。全国の 10a 当たり収量は 536kg が見込まれます。 

以上の結果、収穫量（子実用）は 726 万 9,000t で、前年産に比べ 29 万 4,000t の減

少が見込まれます。このうち、主食用の収穫量は 670 万 1,000t で、前年産に比べ 30 万

6,000t の減少が見込まれます。 

 なお、農家等が使用しているふるい目幅ベースの全国の作況指数は 100 となる見込み

です。 

令和４年産陸稲の作付面積（子実用）は 468ha で、10a 当たり収量は 216kg となり、

収穫量（子実用）は 1,010t となりました。 

（詳しくはこちら） 

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kekka_gaiyou/sakumotu/sakkyou_kome/suiriku/r4/

syukaku/index.html 

 

 

★ 米粉の利用拡大支援対策事業の公募の御案内 ★ 

令和４年度農林水産関係第２次補正予算で措置された、米粉の利用拡大支援対策事業



（140 億円）の公募状況について御案内いたします。 

本事業全体の詳細については、こちらを御覧ください。 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/komeko/r04_12/R4_12.html 

 

（１）米粉商品開発等支援対策事業（事業実施主体（事務局）の公募終了） 

米粉を原料とする商品開発・製造等に必要な食品製造業者等の取組を支援（1／2 補

助） 

事業実施主体（事務局）が行う、食品製造事業者、飲食事業者、食品流通事業者等の

公募については、令和５年１月中下旬に開始予定です。 

 

（２）米・米粉消費拡大対策事業（公募終了） 

国内で自給可能な米・米粉や米粉製品の利用拡大に向けた情報発信等の取組を支援 

 

（３）米粉製品製造能力強化事業 

製粉業者、食品製造業者による米粉・米粉製品の製造、施設整備及び製造設備の増設

等を支援（1／2 補助） 

事業実施主体の公募：令和４年 12 月 28 日（水）～令和５年１月 31 日（火） 

（詳しくはこちら） 

https://www.maff.go.jp/j/supply/hozyo/nousan/221228_161-3.html 

 

（４）米粉種子増産事業 

米粉の利用拡大が期待されるパン・麺用の米粉専用品種の増産に向け、必要な種子生

産のための機械・施設の導入等を支援（1／2 補助） 

事業実施主体の公募：令和４年 12 月 28 日（水）～令和５年１月 31 日（火） 

（詳しくはこちら） 

https://www.maff.go.jp/j/supply/hozyo/nousan/221228_161-3.html 

 

 

★ 参加者募集！産地と事業者の本気のマッチングイベント開催！ ★ 

コメ輸出に関心のある輸出事業者・生産者や業務用米を取り扱う実需者・生産者の

方々の参加を募集します。 

令和５年１月 19 日（木）に仙台市、１月 26 日（木）に新潟市で「米マッチング商談

会」を開催します。 

「米マッチング商談会 2022」は、「新たに輸出に取り組みたい！」「海外に新たな商

流を開拓したい！」「業務用米の新たな販路を開拓したい！」と考えている生産者と輸

出事業者とのマッチングを実現する場です。 

御参加を希望される方は、以下の URL から事前にお申し込みください。 

コメの輸出にはじめて取り組む方は、輸出に知見のある講師によるオンラインセミナ

ー（動画）を受講していただくことをオススメします。 

マッチング会場で明日に繋がる可能性を発見してください！ 



 

（申し込み方法やオンラインセミナー等の詳細はこちら） 

https://kome-matching.com/ 

※お問い合わせ先  

（イベントに関する問合せ先）株式会社グレイン・エス・ピー（担当：末田、大林） 

（03－3816－0672） 

 

 

★ 「グリーンな栽培体系シンポジウム」の開催について ★ 

農林水産省は、「環境にやさしい栽培技術」と「省力化に資する先端技術等」を組み

合わせた「グリーンな栽培体系」の取組や販路拡大に向けたシンポジウムを令和５年１

月 25 日（水）に開催します。グリーンな栽培体系の取組の紹介や、独自の基準で取り

組んでいる農産物等における課題や仕入れ、販売動向の変化についての講演のほか、生

産、流通、消費など各分野の有識者によるパネルディスカッションを実施いたします。 

 

○日時：令和５年１月 25 日（水）13:00～16:40（事前申込制） 

○申込締切：令和５年１月 13 日（金） 

（詳しくはこちら） 

https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/gizyutu/221207.html 

 

 

★ 米の現物市場の検討状況について ★ 

 農林水産省では、価格形成の公平性・透明性を確保しつつ、米の需給実態を表す価格

指標を示す現物市場の創設を検討しています。この度、農林水産省・生産者・JA グルー

プ・集荷団体・卸売業者等が米の生産から消費に至る情報や行政情報等について情報交

換を行う「情報共有の場」を令和５年１月に開始するとともに、現物市場については、

令和５年３月を目途に公益財団法人流通経済研究所が事業運営方法等を開示し、令和５

年秋の取引開始に備える、とする経過報告が取りまとめられました。 

（詳しくはこちら） 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/genbutsu_shijo/attach/pdf/index-29.pdf 

 

 

★ 精米年月旬表示への切替えに取り組んでいる事業者名一覧について ★ 

玄米及び精米商品の年月旬表示への切替えによる食品ロスの削減や物流の合理化を

進めるためには、より多くの事業者が見直し・切替えに取り組むことが効果的です。 

米取扱事業者の皆様による年月旬表示への切替えを後押しするため、年月旬表示への

切替えに取り組んでいる（又は予定している）事業者を募集し、取りまとめ結果を公表し

ています（令和４年 11 月 30 日までの受付分）。 

引き続き、事業者の皆様からの応募を、随時、受け付けておりますので、事業者名一

覧への掲載を希望される場合は、応募フォームから是非御応募ください。 



（詳しくはこちら） 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/200414.html 

（応募フォームはこちら） 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/kansyusurvey.html 

 

 

★ 若手職員による研修レポート～福島県南相馬市編～ ★ 

 農林水産省では、全国各地の生産者のもとに若手職員を派遣、ホームステイをしなが

ら仕事を体験し、農林水産業の実情を経験する、農村派遣研修を行っています。 今回、

農村派遣研修を終えた若手職員より研修レポートが届きましたので御紹介いたします。 

 

（４年目職員 S さん） 

私は、福島県南相馬市にある農業法人で、11 月中旬より 15 日間研修をさせていただ

きました。お世話になった法人さんは、水稲、大豆、ブロッコリー、小菊といった、幅

広い作物の生産を行っています。 

福島第一原発から 20km 圏内の、2016 年７月まで避難指示区域であった地域にあり、

一度は営農再開をあきらめようと思ったものの、地域の農業を守りたいという思いで、

2020 年に立ち上げられた、新しく、非常に意欲的な法人さんです。 

 私が訪問した時期は、ブロッコリー収穫の最盛期であり、朝８時に出勤し、午前中は

畑でブロッコリーの収穫、午後からはブロッコリーの調整、箱詰めをして、夕方軽トラ

ックに積み込み出荷場へ運び、17 時前には終了というのが主なスケジュールでした。10

人程度で、１日に 1000～1500 個のブロッコリーを手作業で収穫から出荷までを行いま

した。収穫したブロッコリーをかごに入れて運びながら、長靴で歩きにくい畑を歩くの

は、疲れましたが、大量のブロッコリーを箱に詰め、出荷するのは非常に達成感があり、

大変やりがいがありました。社員さん、パートさんのチームワークは素晴らしく、私の

ことも温かく受け入れてくださり、非常に充実した研修になりました。 

 水稲については、４年産では 22ha 作付しており、５年産では基盤整備が完了した農

地への作付の再開などで、42ha に拡大していくとのことです。こういった営農拡大に対

応していくため、新たに外部から社員を雇い、ゆくゆくは一般の会社のように、持続性

のある組織にしていくことを目指しているとのことで、今後の成長に期待です。お世話

になった法人さんのような、頑張っている生産者さんが力を発揮できるよう、何ができ

るかを考えながら、今後の農林水産省での業務に取り組んでいきたいと思います。 

 

 

★ 膨らむ！米粉の世界（米粉の需要） ★ 

 パンやケーキ、麺類などの新たな用途に使用できる「新用途米粉」（以下、米粉とい

う言葉についてはこの新用途米粉を指します。）は、正確には「米穀粉であって、米穀

以外の穀物の加工品に代替して用いられるもの」（米穀の新用途への利用の促進に関す

る法律施行規則）と定義されています。 

この「米穀の新用途への利用の促進に関する法律」が 2009 年に成立して以降、米粉



の利用促進が本格的に始まります。米粉用米の需要量は、2009 年当時は約 5 千トンでし

たが、2012 年には 2 万トンを超える程に拡大しました。その後、2017 年までは 2 万ト

ン程度で推移しましたが、米粉の特徴を活かし、グルテンを含まない特性を発信する「ノ

ングルテン米粉第三者認証制度」や「米粉の用途別基準」の運用を 2018 年から開始し、

2021 年には約 4.1 万トンにまで拡大しております（ちなみに近年の主食用米の需要量

は 700 万トン程度）。 

米粉の用途別基準については、農林水産省資料「米粉をめぐる状況について」や、や

っぱりごはんでしょ！の SNS でも紹介しておりますので、是非御覧ください。 

農林水産省資料「米粉をめぐる状況について」：

https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/komeko/attach/pdf/index-108.pdf 

Twitter: https://twitter.com/MAFF_GOHAN/status/1600399717745283074?s=20 

 

★ 「やっぱりごはんでしょ！」SNS の発信強化中！ ★ 

インスタグラム、省公式 YouTube チャンネル「BUZZMAFF」で、ごはんの魅力や米粉の

活用方法について発信強化中です。是非「いいね！」＆フォローをお願いいたします！ 

 

（インスタグラム公式アカウントはこちら） 

https://www.instagram.com/gohan_maff/ 

ユーザーネーム：gohan_maff 

(省公式 YouTube チャンネルはこちら) 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLVc03uX0IwZtHPJonvqm-dPd-iH_TdfD_ 

 

★ 「米に関するメールマガジン」のアンケートを実施しています ★ 

読者の皆さまにより有益な情報配信ができるよう、「米に関するメールマガジン」のア

ンケートを実施しています。今後、米に関するメールマガジンで取り上げてほしい内容、

メールマガジンに対する御意見や御感想等を募集しておりますので、宜しくお願い致し

ます。 

（回答はこちらから） 

https://www.contactus.maff.go.jp/j/form/seisaku_tokatu/kikaku/160815.html 

 

【編集後記】～メルマガの今年一年の振り返り～ 

 2022 年最後のメルマガとなりました。この「米に関するメールマガジン」は、冒頭に

記載しているとおり、米の流通に係るよりきめ細かい需給・価格情報、販売進捗・在庫情

報等について提供することを目的に、2014 年から開始、基本的に月１回の頻度で発信し

ております。おかげさまで、今年の７月には第 100 号に到達しました！ 

 登録者については、約 7,000 名に登録いただいており、内訳としては、農林漁業者が最

も多く、次いで会社員、公務員などの米関係の業務に携わっている方々に登録いただいて

おります。 

本メルマガでは、米の需給・価格、米政策に関する情報はもちろん、お米の品種紹介、

おいしいごはんの炊き方などお米やごはんに関する情報、農林水産省の取組についても



積極的に情報発信をしてきたところです。政策情報だけでなく、米の魅力や農林水産省に

ついて少しでも知っていただければと考えております。 

また、当省の YouTube チャンネルの BUZZMAFF や、やっぱりごはんでしょ！の各種 SNS

でも情報発信しておりますので、是非あわせて登録、御覧いただければと思います。 

2022 年も本メールマガジンを御覧いただきありがとうございました。皆様よいお年を

お迎えください。 

 

 

□┓ 「やっぱりごはんでしょ！」HP 御覧ください！ 

┃┃  https://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/gohan.html 

┗┛━…‥‥…━…‥‥…━…‥‥…━…‥…━…‥‥…━…‥‥…━…‥━…☆ 

 

★★ 米に関するマンスリーレポートはこちら！ ★★ 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/mr.html 

 

★ メールアドレスの変更手続きについて ★ 

配信先のメールアドレスが変更になった場合は、以下リンク先から、配信変更手続き

をお願いします。配信変更を行うには、パスワードが必要となります。パスワードをお

忘れの方は「パスワード再発行」ページから再取得してください。 

（配信変更はこちら） 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/chg.html 

（パスワード再発行はこちら） 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/re.html 

 


